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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、質的分析支援ソフトとポートフォリオを活用した、アドバンス・ケ
ア・プランニング・eポートフォリオシステム（ACP eポートフォリオシステム）の開発であった。高齢者のその
人らしさを支援するためのACP支援力向上セミナーのオンラインプログラムを試作し、ACPに積極的に取り組んで
いる医療機関・居宅介護支援事業所の医師・看護師、介護・福祉関係者66名を対象にプログラムを実施すること
ができた。研究期間終了後も引き続きACP eポートフォリオシステムの活用の前後で、対象施設全体において、
ACPの話し合い実施率、文書化率、ACPの内容の質の変化について聞き取り調査を行っている。

研究成果の概要（英文）：This study was aimed to develop Advance Care Planning (ACP) e-Portfolio, 
which uses a qualitative analysis software. We developed an educational program for healthcare 
professionals who support dignity of older people, and conducted such programs targeting 66 
healthcare professionals. We are currently analyzing the data obtained before and after the 
intervention: ACP discussion and documentation rate and content. 

研究分野：高齢者医療（老年医学）
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研究成果の学術的意義や社会的意義
ACPには、医療・介護・福祉の多職種が関わる必要がある。実際、米国を中心に、2015年以降ソーシャルワーカ
ーのACPへの関与を期待する論文発表が増えているが、日本におけるACPの普及活動では、延命・救命処置の希望
に関する事項（リビング・ウィル）が中心に据えられ、本人の価値観、人生観、死生観、ライフレビューなど
「その人らしさ」に関わる部分にはあまり焦点が当てられてこなかった。こうした尊厳の根幹に関わる内容も
ACPの重要な項目の一つとして関係者により深く認識されるべきである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
高齢者を最期まで住み慣れた地域で支える仕組みとして、地域包括ケアシステムの整備が
国家的な喫緊の課題となっている。そのシステムの基盤は、高齢者本人の自己決定の支援、
つまりアドバンス・ケア・プランニング（ACP）である。ACPとは、認知症や脳卒中などに
よる意思決定能力低下に備えて本人・家族・医療・介護・福祉関係者等で予め終末期の対応
や方針について話し合っておくことである。ACP が有効に機能すれば、患者は、もし自分
に意思決定能力がなくなっても、自分が語ったこと、書き残したことから自分の意思が十分
に尊重されたケアを受けることができる。 

ACPでは、救命処置・延命治療や食事・入浴・排泄など日常生活における自己決定、価値
観・人生観・死生観に関する事項が話し合われる。そのため、ACPには、医療・介護・福祉
の多職種が関わる必要がある。さらに、がんの場合と比べて、認知症など非がんの場合は、
生活支援ニーズが高く、経過が長く、その対象者数も圧倒的に多いため、ケアマネジャーや
ソーシャルワーカー、その他の介護・福祉関係者が ACPに関わることが必然的に多くなる。
実際、米国を中心に、2015年以降ソーシャルワーカーの ACPへの関与を期待する論文発表
が増えている。 
これまでの ACPの普及活動では、延命・救命処置の希望に関する事項（リビング・ウィ
ル）が中心に据えられ、本人の価値観、人生観、死生観、ライフレビューなど「その人らし
さ」に関わる部分にはあまり焦点が当てられてこなかった。こうした尊厳の根幹に関わる内
容も ACPの重要な項目の一つとして関係者により深く認識されるべきである。そうした「そ
の人らしさ」のインタビューデータの分析には、質的分析が必要不可欠であるが、専門的ト
レーニングを受ける必要がある。多忙な医療・介護・福祉関係者がそうしたトレーニングを
受ける時間を確保することは現実的ではないため、質的分析オンライン・プラットフォーム
が ACPの普及には必要であると考えている。研究代表者のこれまでの ACP教育・研究の経
験から、介護・福祉関係者向けの質的分析支援には、視覚的な方法が適しており、ポートフ
ォリオの活用が有効であるとの結論に至った。尚、ポートフォリオとは、主にデザイン領域
で、被評価者が作成した作文、レポート、作品、活動の様子が分かる写真や VTRなどをフ
ァイルに入れて保存する方法である。総合的な学習の評価方法として、近年医学教育分野で
も注目されている。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、高齢者自身の自己決定を尊重し、周囲がそれを支える地域包括ケアシステ
ムの実現に向けた、ACP のユニバーサルデザイン化への挑戦であり、既存の質的分析支援
ソフトとポートフォリオを組み合わせた地域実装可能なアドバンス・ケア・プランニング・
eポートフォリオシステムの開発をすることであった。 
 
３．研究の方法 
令和 2年度（初年度） 
本研究の介入プログラム「高齢者のその人らしさを支援するための ACP支援力向上セミナ
ー：インタビューからポートフォリオ制作まで」を次の要領で試作した。まず、研究チーム
で、研究代表者がこれまでの研究で収集した既存の ACPに関するインタビューデータ 3名
分をサンプルデータとして、KH Coderを用いた質的分析を経験した。その結果を基に、国
内外の ACP関連の論文や書物のレビューを行いながら「その人らしさ」を引き出すための
質問の項目と順番を検討し、インタビューガイドとポートフォリオサンプルを制作した。追
加で、研究チームで、被験者として地域の高齢者 15名を対象に実際にインタビューガイド
とポートフォリオサンプルを用いて ACPインタビューからポートフォリオ制作まで行い、
被験者にはその流れ全般について感想を求めた。 
 また、その人らしさに焦点を当てた ACPインタビューができるようになるための学習ニ
ーズを把握するために、Zoom上で 8名（医師、看護師、ケアマネジャー）の個別インタビ
ューと 8名のフォーカスグループインタビューを実施した（table1）。全てのインタビューは
Zoomを通じて録画（音）され、逐語録を作成し、質的内容分析を行った。質的内容分析で
は、KH coder により、構造化された。研究チームで構造化のチェックとポートフォリオ制
作を行い、インタビュイーに対してメールにてポートフォリオを送付した。 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
令和 3年度（2年目） 
新型コロナ感染拡大の影響から対面で会議やワークショップの開催が不可能であったため、
全てオンラインで令和 2年度の成果をまとめ、研究チームで、「高齢者のその人らしさを支
援するための ACP支援力向上セミナー：インタビューからポートフォリオ制作まで」のプ
ログラムを試作した。被験者 15名のインタビュー結果については、ACPポートフォリオ集
としてまとめた。年度の後半には、名古屋の会場で、対面とオンラインによりプログラムを
試験的に実施した。参加者は、6名であった（医師 2名、看護師 2名、ケアマネジャー1名、
介護士 1名）。 
プログラムの概要は、演習①としてインタビューガイドに沿った聴き取りと ACPポート
フォリオ作成、演習②として事例を基にした ACPポートフォリオ作成、最後に振り返りで
あった（90分間）。 

 
 
令和 4年度（最終年度） 
 秋田県、宮城県、東京都、愛知県、京都府の 4都府県から計 67名の医療・介護・福祉関
係者が本プログラムに参加した。１回のプログラムには複数人が参加し、ファシリテーショ
ンは研究代表者と研究分担者が行った。プログラム評価のため、終了後にフォーカスグルー
プインタビューを行った。 
 また、本プログラムの地域実装を目指して、本プログラムの動画教材、ACP インタビュ
ーの上手な進め方ガイド」、ACPポートフォリオ集を組み込んだオンライン・プラットフォ
ーム「アドバンス・ケア・プランニング・eポートフォリオシステム」を秋田市在宅医療・
介護連携センターのWebサイト上に構築した。そして、ACPに積極的に取り組んでいる医
療機関・居宅介護支援事業所の医師・看護師、介護・福祉関係者を対象に、ACP eポートフ
ォリオシステムを体験してもらった。対象者数は、合計で 70名となった。ACP eポートフ
ォリオシステムの活用の前後で、対象施設全体において、ACP の話し合い実施率、文書化
率、ACP の内容の質の変化について質的・量的に検証する。令和 5年 1 月から研究期間終
了（令和 5年 3月）までの間に、研究結果のまとめを行った。 
 
４．研究成果 
令和 2年度 
質的分析の結果、その人らしさに焦点を当てた ACPに不可欠な 5つのテーマ（その人の自
立や人生に焦点を当てる、その人の本当の気持ちや要望を明らかにする、他職種とその人の
終末期の希望について共有する、その人の希望を医師に伝える、本人－家族－他職種間のコ
ンフリクトを解消する）を抽出できた。 
 その結果を基に作成したインタビューガイドとポートフォリオ例を次に示した（図 1）。 
 



 
 
 
図 1）インタビューガイドとポートフォリオ例 
 
1） インタビューガイドとポートフォリオ例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
令和 3年度 
プログラムの試作版の説明用資料（教材）として、ACP ポートフォリオ作成ワークショッ
プ 研修ガイド編、ACP ポートフォリオ作成ワークショップワークシート編、ACP ポート
フォリオ演習用動画を制作した。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
令和 4年度 
（1）プログラム修了者の終了後の感想 
・実際に活用していきたい。 
・認知症の方も答えられる内容だと思いました。  
・意外と短い時間でも作成できることに驚いた。 
・ポートフォリオ自体は使いやすいと思う。 
・意思確認のツールとして活用できると感じた。 
・実際に何をどのように本人とお話しするかそのためのツールの理解と活用方法が学べた。 
・アセスメントシートより堅苦しくない ACP ポートフォリオは話の幅を広げるツールとし
て利用出来そうでよい。 
・何を聞き取り、何に繋げていけるのかわからないまま質問していたから、1 番最後の大事
な質問まで辿り着けなかった。 
・実際使ってみなければわからないことがあると思った。 
・演習することで具体的な活用場面をイメージすることができる。 
・新たなツールに巡り合えてうれしい。 
・インタビューの順番を考えるのが難しかった。 
・取り組みやすい内容であったからよいと思う。 
・初対面の方であったが、その方の大切なことや人生の価値観を共有でき密なコミュニケー
ションをとることができた。 
・参加者の意見も様々で使用法の参考になった。 
・ポートフォリオについて学ぶのが初めてだった。 
・服薬指導の際に、患者様の想いや考えなどを聞き取る参考にしていきたいと思います。 
・仕事上で活用できると感じた。 
 
（2）秋田の参加者の感想（実際に地域でやってみた時の感想。取りまとめ役の人の意見も
含めて） 
・実際 ACPを活用することはなかったのですが、今後活用する事で仕事にも活かせそうで
す。 
・難しく考えていたが、このやり方なら自分でも出来そうだと感じた。 
・時間を区切って情報を得ることも大切だと思った。 
・情報収集のツールとして使いっていきたい。 
・普段から価値観に触れる会話を意識しようと思うきっかけになった。 
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